
　医療・介護が
危ない

特 集

が
続
出
し
ま
し
た
。
入
院
医
療

費
を
減
ら
し
て
も
、
ベ
ッ
ド
不

足
で
入
院
で
き
な
け
れ
ば
、
外

来
・
在
宅
医
療
費
が
増
加
し
ま

す
。Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

香川医療生協は、あらゆる暴力、武力行使、戦争に反対します。紛争の平和的解決を！
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香川医療生協の基本理念
わたしたちは、人が人として大切にさ
れる社会をめざして、保健・医療・介
護・福祉などの事業と運動をとおし、健
康で笑顔あるまちづくりの実現に努力し
ます。

香川医療生協の現況… （2025年₉月30日現在）
組合員数…………………………… 47,517人
出資金額…………………………920,726千円
一人平均出資金額………………… 19,376円

TEL（087）833-8115
TEL（087）888-7172
TEL（087）812-5331

組 合 員 活 動 部
高松南組合員センター
高松東組合員センター

電話受付時間：平日9時～16時
070-3159-4975
メール：24時間受付

yoshihara@kagawa.coop

健康、仕事、生活などのお困りごとは

医療生協の相談窓口まで

相談無料・秘密厳守

香川医療生協相談窓口 香
川

医
療

生
協

相
談

窓
口

香川医療生協相談窓口香
川

医
療

生
協

相
談

窓
口

LINEインスタグラム

参
院
選
の
結
果
、
自
民
・
公

明
与
党
が
衆
参
両
院
で
過
半
数

割
れ
、
石
破
首
相
は
退
陣
表
明

し
ま
し
た
。
政
治
動
向
は
不
透

明
で
す
が
、
医
療
・
介
護
の
抱

え
る
問
題
点
を
考
え
て
み
ま
す
。

医
療
は
診
療
報
酬
、
介
護
は

介
護
報
酬
で
収
入
が
決
ま
り
ま

す
。
公
定
価
格
で
す
か
ら
、
光

熱
水
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
諸

物
価
高
騰
や
人
件
費
増
に
対
応

で
き
ず
、
経
営
危
機
に
あ
り
ま

す
。

深
刻
な
経
営
危
機
の
も
と
で
、

さ
ら
な
る
医
療
改
悪
が

選
挙
戦
で
は
、
年
間
9
兆
円

に
迫
る
軍
事
費
を
聖
域
と
す
る

一
方
、
社
会
保
障
削
減
を
公
約

す
る
政
党
が
現
れ
ま
し
た
。

自
民
・
公
明
・
維
新
は
、
病

床
削
減
な
ど
「
医
療
費
4
兆

円
削
減
」、
国
民
は
「（
こ
の
）

メ
ニ
ュ
ー
に
賛
成
」、
参
政
は

「
約
５
兆
円
規
模
の
削
減
」
と

い
っ
た
具
合
で
す
。

日
本
病
院
会
の
調
査
で
は
約

７
割
の
病
院
が
赤
字
、
各
地
の

基
幹
病
院
が
入
院
制
限
や
救
急

医
療
廃
止
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、「
こ
の
ま
ま
で

は
あ
る
日
突
然
、
病
院
が
な
く

な
り
ま
す
」
と
、
悲
鳴
の
声
を

上
げ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
示
す
医
療
構
想
を

元
に
「
11
万
床

の
病
床
削
減
」

を
行
え
ば
、
医

療
崩
壊
を
加

速
、
地
域
医
療

体
制
を
危
機
に

追
い
や
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
ま
ん

延
時
期
に
は
、

病
床
に
余
裕
が

な
く
、
必
要
な

医
療
提
供
が
で

き
ず
、
介
護
施

設
な
ど
で
の

「
留
め
置
き
死
」

１．医療機関が突然閉鎖し、地域住民の医療に困難が生まれ
ることがないよう、速やかに必要な対策を講じること

２．医療機関が健全な経営を維持できるよう、医療・福祉に
対する税金の使い方の優先順位を引き上げること

署名にご協力いただける方は、お近くの香川医療生協の事
業所、もしくは組合員活動部（TEL087-833-8115）まで。

地域医療を守る請願署名に
ご協力下さい！

●請願事項●

地域住民の医療を受ける権利を保障するために
医療機関の維持存続への支援を求める請願署名

介護老人保健施設 虹の里
施設長　藤原　高明

出典：全日本民医連チラシ「まちの医療機関がなくなる？」

（
2
面
に
つ
づ
く
）
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に
対
し
て
、
難
病
当
事
者
や
患

者
団
体
な
ど
か
ら
、
負
担
増
を

懸
念
す
る
声
が
で
て
い
ま
す
。

風
邪
薬
や
漢
方
薬
、
湿
布
な
ど

の
保
険
外
し
が
行
わ
れ
た
な

ら
、
経
済
格
差
が
そ
の
ま
ま
命

に
直
結
す
る
事
態
に
な
り
ま

す
。
薬
剤
の
副
作
用
が
起
き
て

も
、
自
己
責
任
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
な
病
床
削
減
、
薬

の
保
険
外
し
で
併
せ
て
2
兆
円

削
減
と
試
算
さ
れ
、
さ
ら
に

2
兆
円
削
減
す
る
た
め
の
医
療

改
悪
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
終
末
期
医
療
」
に
つ
い

て
、
参
政
党
は
、「
医
療
費
を

押
し
上
げ
る
」「
延
命
措
置
医

療
費
の
全
額
自
己
負
担
化
」
を

公
約
に
掲
げ
ま
し
た
。
し
か

し
、「
終
末
期
医
療
費
」
と
い

う
統
計
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
疾
病

治
療
を
含
む
、
死
亡
前
一
カ
月

の
医
療
費
は
、
総
医
療
費
の
約

３
％
で
、
医
療
費
を
押
し
上
げ

て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
人
生
の
最
終
段

階
で
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
選

ぶ
か
は
、
患
者
の
自
己
決
定
が

重
要
で
す
。

介
護
事
業
も
人
手
不
足

・
経
営
危
機
が
深
刻

介
護
事
業
も
、
人
手
不
足
と

経
営
危
機
が
深
刻
で
す
。
介
護

職
員
の
収
入
は
全
産
業
平
均
と

の
格
差
が
月
8.3
万
円
で
、
こ
こ

へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

と
り
わ
け
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
の
が
、
訪
問
介
護
で
す
。

6
月
末
時
点
で
、
１
１
５
町
村

に
訪
問
介
護
事
業
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
事
業
所
が
残
り
一
つ
の

み
の
所
が
２
６
９
市
町
村
で
、

計
３
８
４
市
町
村
、
全
自
治
体

の
５
分
の
１
を
超
え
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
訪
問
介
護
事
業

所
の
約
４
割
が
赤
字
の
と
こ
ろ

へ
、
昨
年
４
月
に
訪
問
介
護
基

本
報
酬
を
引
き
下
げ
た
た
め
、

閉
鎖
・
倒
産
が
続
出
し
ま
し
た
。

次
期
国
会
で
は
、「
介
護
利

用
料
２
割
負
担
の
対
象
拡
大
」

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
」「
要

介
護
１・
２
の
生
活
援
助
な
ど

保
険
外
し
」
の
更
な
る
改
悪
の

審
議
が
始
ま
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

医
療
・
介
護
報
酬
の
緊
急
の

引
き
上
げ
、
医
療
機
関
・
介
護

事
業
所
へ
の
補
助
金
な
ど
、
緊

急
の
経
済
対
策
が
必
要
で
す
。

「
す
こ
し
お
」
と
は

全
国
の
医
療
生
協
で
は
、
健

康
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
柱
の

1
つ
と
し
て
、
長
ら
く
す
こ
し

お
活
動
（
少
し
の
塩
分
で
す
こ

や
か
な
生
活
の
略
称
）」
を
進

め
て
い
ま
す
。「
す
こ
し
お
」

と
は
、
医
療
生
協
の
健
康
習
慣

で
定
め
た
1
日
の
塩
分
量
６
ｇ

未
満
を
無
理
な
く
習
慣
化
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
減
塩
活

動
で
す
。

「
す
こ
し
お
」
生
活
を
習
慣

化
す
る
に
は
、
ま
ず
「
気
づ

き
」
と
「
小
さ
な
工
夫
」
が
必

要
で
す
。
高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
６
月
18
日
と
７
月
30
日
に

管
理
栄
養
士
・
医
師
に
よ
る
、

す
こ
し
お
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習

会
・
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

お
味
噌
も
取
り
過
ぎ
る
と
、
高

血
圧
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
味
噌
汁
に
、
牛
乳
、

か
つ
お
ぶ
し
、
ご
ま
油
を
入
れ

る
こ
と
で
お
味
噌
を
増
や
す
こ

と
な
く
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
具
沢
山
の
お
味
噌
汁
を
食

べ
る
こ
と
で
、
飲
む
お
味
噌
汁

の
量
が
１
／
３
に
減
り
、
減
塩

に
つ
な
が
る
こ
と
、
野
菜
な
ど

が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
こ
と

な
ど
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
す
こ
し
お
」
を

習
慣
化
す
る
コ
ツ

「
す
こ
し
お
」

を
習
慣
化
す
る
コ

ツ
と
し
て
、
醤
油

な
ど
の
調
味
料
か

ら
多
く
摂
っ
て
い

た
場
合
は
、
味
を

見
て
か
ら
足
す
よ

う
に
す
る
、「
か

け
る
」
よ
り
「
つ

け
る
」
よ
う
に
す

る
こ
と
、
レ
モ
ン

や
青
し
そ
、
ね

ぎ
、
胡
椒
な
ど
香

り
の
あ
る
も
の

を
利
用
す
る

「
小
さ
な
工
夫
」

で
調
味
料
の
量

を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

麺
類
や
汁
物

か
ら
の
塩
分
が

多
い
方
は
、
食

べ
る
頻
度
を
減

ら
す
、
具
沢
山

に
し
て
汁
の
量

を
減
ら
す
、
麺

の
汁
を
残
す
な

ど
が
有
効
で

す
。
ハ
ム
や

ベ
ー
コ
ン
な
ど

の
加
工
食
品
や

魚
の
干
物
や
塩

蔵
品
、
練
り
製

品
、
漬
物
か
ら

の
塩
分
摂
取
量

が
多
い
方
は
、
頻
度
や
量
を
減

ら
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
購
入

時
に
成
分
表
示
を
確
認
し
て
、

よ
り
塩
分
の
少
な
い
商
品
を
選

ぶ
こ
と
も
減
塩
に
繋
が
り
ま
す
。

意
外
に
見
落
と
し
が
ち
な
も

の
に
、
パ
ン
や
寿
司
類
、
炊
き

込
み
ご
飯
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

丼
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

塩
分
が
多
い
上
に
、
い
つ
も
よ

り
多
く
食
べ
が
ち
で
、
途
中
で

残
す
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
や
は
り
今
ま
で
よ
り
食

べ
る
頻
度
を
減
ら
す
こ
と
が
減

塩
に
繋
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
全
て
一
度

に
実
行
す
る
の
で
は
な
く
、
少

し
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
継
続
の
こ
つ
で

す
。
家
族
と
一
緒
に
目
標
を
共

有
し
た
り
、
減
塩
レ
シ
ピ
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
楽
し
み
な
が

ら
習
慣
化
で
き
ま
す
。
健
康
の

た
め
に
「
お
い
し
く
、
無
理
な

く
」
続
け
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

高
松
協
同
病
院
管
理
栄
養
士

　
蓮
井
富
子

組
合
員
活
動
部
看
護
師　

森
み
ど
り

医
療
生
協
の
す
こ
し
お
活
動

医
療
生
協
の
す
こ
し
お
活
動

特 集

食
塩
摂
取
量
の
違
い
が
そ
の
後
の

血
圧
上
昇
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
試
算

110

120

130

140

150

160

170

年齢（歳）
出典：佐々木敏「佐々木敏の栄養データはこう読む！疫学研究

から読み解くぶれない食べ方」（女子栄養大学出版部）

30 40 50 60 70 80

収
縮
期
血
圧
（
　
　）

mm
Hg

14g/ 日の場合

7g/ 日の場合

お味噌を増やさない工夫を学んだ減塩試食会

※ＯＴＣは
Over the Counter の略。ＯＴＣ
類似薬とは、病院で使用する薬が処
方せんなしに購入可能という意味。
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「機関紙をホームページで見るようにしたい」場合など、機関紙の受け取り方の変更、停止ができます【☎087-833-8115】

香
川
医
療
生
協
で
は
、
マ
ル
ナ
カ
パ
ワ
ー
シ
テ
ィ
に
あ
る
会
員
制
ス
ペ
ー
ス
「
紡
」
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
、
定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
シ
テ
ィ
レ
イ
ン
ボ
ー
店

「
紡
」	

（
高
松
市
多
肥
下
町
）

高
松
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

3
ヶ
月
～
4
か
月
に
1
度
の

ペ
ー
ス
で
健
康
講
座
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
回
目
は
６
月
20
日
に
フ
レ
イ

ル
に
つ
い
て
の
学
習
と
測
定
、

2
回
目
は
９
月
19
日
に
血
管
年

齢
測
定
、
す
こ
し
お
の
学
習
と

尿
検
査
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

紹
介
を
し
ま
し
た
。

1
回
目
、
2
回
目
と
も
大
盛

況
で
熱
心
に
聞
い
て
、
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
香
川
医
療
生
協

の
紹
介
を
し
た
と
こ

ろ
、
1
名
の
方
が
加

入
。
紡
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
も
協
力
し
て
く

だ
さ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
で
き
て
い
ま

す
。
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
回
収
箱
も
置
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
こ
の

町
で
、
自
分
ら
し
く

健
康
に
長
生
き
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
方
と
連
携
を

取
り
つ
つ
、
健
康
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
活
動
部　
小
池
和
美

パ
ワ
ー
シ
テ
ィ
屋
島
店
「
紡
」

	

（
高
松
市
屋
島
西
町
）

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た

「
紡
」
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
５

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
参
加

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

今
回
は
組
合
員
３
名
、
高
松
協

同
病
院
の
看
護
師
他
職
員
3
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

1
回
目
の
7
月
18
日
は
15
名

の
方
が
来
ら
れ
、
血
圧
測
定
、

体
組
成
測
定
、
尿
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
健
康
に

対
す
る
意
識
が
高
く
、
健
康
相

談
で
は
改
善
点
な
ど
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
11
月
は
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
予
定
で
す
。

定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
の
方
が
生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
組
合
員
活
動
部

　
平
田
ひ
と
み

健
康
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

健
康
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

～「
紡
」で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動
の
紹
介
～

～「
紡
」で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動
の
紹
介
～

１
９
５
４
年
3
月
1
日
、
ビ

キ
ニ
環
礁
で
ア
メ
リ
カ
が
行
っ

た
水
爆
実
験
に
よ
り
、
第
五
福

竜
丸
の
乗
組
員
や
多
く
の
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
人
び
と
が
被
ば

く
し
ま
し
た
。
そ
の
衝
撃
は
日

本
社
会
を
揺
る
が
し
、「
核
兵

器
は
人
類
と
共
存
で
き
な
い
」

と
い
う
思
い
を
世
界
に
広
げ
る

原
点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歴

史
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

戦
後
80
年
を

迎
え
る
今
も
、

世
界
は
核
兵
器

の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
禁

止
条
約
が
国
際

社
会
で
支
持
を

広
げ
る
一
方

で
、
大
国
は
な

お
核
兵
器
の
近

代
化
を
進
め
、

核
使
用
の
危
険

は
む
し
ろ
高

ま
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
は

あ
の
日
の
被
害

と
訴
え
を
現
代

に
引
き
継
ぎ
、

未
来
へ
つ
な
げ
る
責
任
を
担
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
２
月
28
日
～
３
月
1
日

に
か
け
て
静
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
3
・
1
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
を
求
め
る
人

び
と
が
世
代
や
地
域
を
超
え
て

集
う
場
で
す
。
被
爆
の
実
相
に

学
び
、
被
害
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
と
も
に
考
え
行
動
す
る
こ

と
で
、
希
望
あ
る
明
日
を
形
づ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い

世
代
に
核
の
な
い
世
界
を
手
渡

す
た
め
に
、
今
こ
そ
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
平
和
の
担
い
手
と

な
る
時
で
す
。

来
年
の
3
・
1
ビ
キ
ニ
デ
ー

に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
呼
び
か
け

ま
す
。
あ
な
た
の
思
い
と
行
動

が
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
確
か
な

力
と
な
り
ま
す
。
一
緒
に
歩
み

ま
し
ょ
う
。

平
和
・
社
保
活
動

推
進
委
員
会　
岩
田
重
一

あ
な
た
も「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

今年のビキニデー集会の様子

2026年静岡・ビキニデー全国集会参加者
（静岡現地参加・香川県内オンライン視聴）募集！

申込方法など詳細は、香川医療生協HP「組合員活

動のひろば」（https://kagawa.coop/category/open/）

をご覧ください。（11月25日ごろ掲載予定）

すこしお活動・健康チャレンジを紹介

健康チェックの様子
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医療生協の事業の発展のため「毎月増資」「年1回以上の増資」にご協力下さい。【連絡先：事業部 ☎087-833-8956】

医
師
体
験

高
松
平
和
病
院
で
は
、
医
学

部
進
学
を
目
指
す
高
校
生
向
け

に
、
長
期
休
み
を
利
用
し
て

「
医
師
体
験
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
８
月
に
９
日
間
行

い
、
34
名
の
高
校
生
に
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
休
止
し

て
い
た
コ
ー
ス
も
復
活
し
、
３

コ
ー
ス
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
：
初
参

加
者
で
院
内
見
学
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
体

験
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
：
２
回

目
参
加
者
で
手
術
室
見
学
・
手

洗
い
体
験
、
縫
合
体
験
や
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
体
験
、
ア
ド
バ
ン

ス
：
３
回
以
上
参
加
者
で
小
児

科
見
学
、
訪
問
診
療
見
学
）
で

実
施
し
ま
し
た
。

「
受
験
に
向
け
て
の
勉
強
法

や
学
生
時
代
に
し
て
い
た
ら
い

い
こ
と
、
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
？
」「
医
師
に
な
っ
て
苦
労

し
た
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
と
接

す
る
時
に
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
？
」
な
ど
の
質
問
に
、
医

師
が
丁
寧
に
答
え
る
時
間
も

作
っ
て
い
ま
す
。
緊
張
し
て
い

た
学
生
か
ら
は
、「
憧
れ
の
白

衣
を
着
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と

率
直
な
言
葉
が
出
た
り
、
ど
の

学
生
さ
ん
も
「
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」

と
、
医
師
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
が

持
て
た
１
日
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。私

た
ち
学
生
担
当
は
、
未
来

の
医
師
を
育
て
る
お
手
伝
い
を

職
員
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
担
当　
西
渕　
千
代

池
内
優
貴
子

看
護
体
験

８
月
に
高
校
生
看
護
体
験
夏

の
深
め
る
コ
ー
ス
を
開
催
し
、

２
日
間
で
10
校
か
ら
26
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
白
衣
に
着
替
え
て
集

合
。
看
護
部
長
か
ら
の
歓
迎
の

挨
拶
と
感
染
管
理
認
定
看
護
師

か
ら
感
染
対
策
、
手
洗
い
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
が
石
鹸
で

手
洗
い
し
、
洗
い
残
し
が
な

い
か
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
で

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
病

棟
体
験
や
病
院
見
学
し
ま
し

た
。
見
学
で
は
放
射
線
科
や
検

査
室
の
職
員
か
ら
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る

か
医
療
機
器
な

ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
看
護

師
・
看
護
学
生

と
交
流
。「
看

護
師
の
や
り
が

い
」「
看
護
を

目
指
す
た
め
に

今
や
っ
て
お
い

た
ほ
う
が
良
い

こ
と
」
な
ど
の

質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
病
気
と

闘
っ
て
い
る
人

を
支
え
、
心
の

拠
り
ど
こ
ろ
に

な
れ
る
看
護
師

を
め
ざ
し
て
、

学
業
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
前

向
き
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
看
護
を
目
指
す
高
校
生
に

は
、
患
者
様
・
組
合
員
の
皆
様

か
ら
の
あ
た
た
か
い
言
葉
が
け

が
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

学
生
担
当　
川
田
晴
美看護体験には10校から26名が参加

夏
の
高
校
生
医
師
・
看
護
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
！

夏
の
高
校
生
医
師
・
看
護
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
！

前
号
で
配
置
図
・
平
面
図
が

完
成
し
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
実
施
設
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。
照
明
や

空
調
、
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
の

LAN

、
オ
フ
ィ
ス
家
具
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
細
か
い
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。
9
月
に
は
外

観
パ
ー
ス
が
案
で
す
が
出
来
上

が
っ
て
き
て
、
新
し
い
診
療
所

の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。9

月
29
日
に
は
生
協
強
化
月

間
の
ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
な
ら
強
化
月
間

に
向
け
て
決
意
な
ど
を
述
べ
る

会
で
す
が
、
今
年
は
診
療
所
が

移
転
を
控
え
た
大
事
な
年
で

す
、
サ
ン
サ
ン
館
み
き
の
会
議

室
を
借
り
て
、
移
転
の
現
状
を

説
明
す
る
会
と
の
同
時
開
催
と

し
ま
し
た
。
出
席
者
に
は
大
京

穴
吹
建
設
の
方
も
お
迎
え
し

て
、
現
状
で
完
成
し
て
い
る
図

面
や
イ
メ
ー
ジ
映
像
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
田
中
所
長

か
ら
は
事
業
所
利
用
の
未
来
像

が
語
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
感
想

文
で
の
意
見
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
大
成
功
に
終
わ
り

ま
し
た
。

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
で

一
千
万
円
、
み
き
エ
リ
ア
事
業

所
で
一
千
万
円
、
そ
の
他
で

一
千
万
円
、
計
三
千
万
円
の
建

設
増
資
目
標
が
あ
り
ま
す
。
東

讃
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
の
み
な
さ

ん
は
早
々
に
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
生
協
強
化
月
間
中
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
事
業
所
職

員
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

生
協
み
き
診
療
所
事
務
長

　
田
村
孝

「
き
ぼ
う
の
ま
ち
み
き
」通
信
⑦

医師体験の様子

新しい診療所の外観パース
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私
の
と
っ
て
お
き
の
作
品

私
の
と
っ
て
お
き
の
作
品

フ
ェ
ル
ト
人
形
作
っ
て
み
た
い

高
松
市
　
松
井
啓
子

私
の
と
っ
て
お
き
の
作
品

コ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
ト
人
形
。

ど
の
子
も
表
情
豊
か
で
、
お

し
ゃ
れ
な
ス
タ
イ
ル
。
手
に
取

り
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
善
通
寺
支
部
さ
ん
と
の
交

流
も
兼
ね
、
チ
ク
チ
ク
手
作
業

も
健
康
づ
く
り
か
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に参

加
し
た
い

高
松
市
　
谷
本
ハ
ナ
コ

88
歳
。
自
立
し
た
生
活
が
で

き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
健
康

寿
命
を
延
ば
し
た
く
「
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
参
加
し
た
い

で
す
。

お
世
話
に
な
っ
て
20
年
以
上

高
松
市
　
匿
名
希
望

平
和
病
院
に
お
世
話
に
な
っ

て
20
年
以
上
。
担
当
医
も
変
わ

ら
ず
、
私
の
よ
う
な
わ
が
ま
ま

な
患
者
に
よ
り
そ
っ
た
診
察
を

し
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。

疲
れ
て
い
る
が
や
め
ら
れ
な
い

高
松
市
　
伊
丹
秀
子

野
球
に
中
国
ド
ラ
マ
と
、
テ

レ
ビ
の
見
過
ぎ
で
目
が
疲
れ
て

い
ま
す
が
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ア
イ
フ
レ
イ
ル
の
記
事
は
と
て

も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

5
人
目
の
孫
が
誕
生

ま
ん
の
う
町
　
田
中
智
子

5
人
目
の
孫
が
生
ま
れ
て
早

5
か
月
。
初
め
て
抱
っ
こ
し
ま

し
た
が
、
10
キ
ロ
も
あ
る
と
い

う
の
で
、
腕
、
脚
、
腰
に
気
を

付
け
て
抱
っ
こ
。
や
は
り
ば
あ

ば
に
は
き
つ
か
っ
た
。
で
も
可

愛
い
で
す
。

手
も
伸
ば
し
て
み
て
は

高
松
市
　
荻
田
一
代

姿
勢
を
よ
く
す
る
体
操
と
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
寝
な
が

ら
足
伸
ば
し
に
、
同
じ
手
を
伸

ば
す
の
も
追
加
す
る
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
で
も
足
は
上
げ
な

い
で
、
床
に
上
下
に
伸
ば
す
。

足
を
上
げ
る
と
腰
が
そ
り
そ
う

な
の
で
。

孫
が
戻
っ
て
き
た

高
松
市
　
香
西
雅
代

大
学
で
県
外
に
行
っ
た
孫
が

夏
休
み
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

「居場所づくり」など応援、ご協力いたします。お気軽にご相談下さい。【連絡先：組合員活動部 ☎087-833-8115】

彼
岸
花

高
松
市 

M
・
M

赤
い
毛
糸
帽
の
女
の
子

高
松
市　
石
田
牧
世

「みんなの健康」編集委員会では、紙面に掲載する
読者のみなさんからのお便りや様々な作品（写真、絵
手紙、切り絵、俳句、短歌等々）を募集しています。
採用させていただいた方にはもれなく粗品を進呈！

【送付先】　〒760―0071高松市藤塚町1-17-1
香川医療生協組合員活動部内

『みんなの健康』編集委員会
【メールアドレス】m-tsujii@kagawa.coop

5
か
月
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い

な
か
っ
た
け
ど
、
一
人
暮
ら
し

の
せ
い
か
、
大
人
っ
ぽ
く
な
っ

て
い
て
、
頼
も
し
く
も
あ
り
、

寂
し
く
も
あ
り
…
「
次
は
来
年

の
夏
だ
よ
」
と
帰
っ
て
い
き
ま

し
た
。

2
回
も
ぎ
っ
く
り
腰
に

三
木
町
　
日
笠
加
代

8
月
に
お
風
呂
掃
除
中
、
2

回
も
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
り
ま
し

た
。
体
の
動
か
し
方
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
実
感
し
ま

し
た
。

ⓒＭＹ介護の広場

おたのしみクイズ

①　
絵
の
中
に
、
2
つ
だ
け
違
う
絵
が
あ
り
ま
す
。
2
つ
の
違
う
絵
に
〇

印
を
付
け
て
、
次
の
方
法
で
ご
応
募
下
さ
い
。

★
応
募
方
法
（
次
の
い
ず
れ
か
で
）

・
郵
便
は
が
き
に
絵
を
貼
っ
て
、
は
が
き
を
投
函
。

・
ス
マ
ホ
な
ど
で
絵
の
写
真
を
撮
り
、
応
募
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
写
真
を
送
付
。

★
応
募
の
際
の
必
要
記
入
事
項

「
住
所
」「
氏
名
」「
年
齢
」「
身
近
な
出
来
事
、
ご
意
見
、
ご
感
想
な

ど
何
か
一
言
」

※
ご
意
見
・
ご
感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
匿

名
希
望
の
方
は
、
そ
の
旨
を
お
書
き
下
さ
い
）。

②　
〆
切
　
11
月
末
日

③　
抽
選
で
６
名
様
に
粗
品
進
呈
。
当
選
者
は
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

④　
宛
先　
〒
７
６
０ – 

０
0
７
１　
高
松
市
藤
塚
町
１–

17  – 

１

香
川
医
療
生
協
組
合
員
活
動
部
内

『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
委
員
会

９
・
10
月
号
の
お
た
の
し
み
ク
イ
ズ
の
正
解
者
は
39
名
で
し
た
。
抽
選

の
結
果
、
次
の
6
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

白
川
日
登
美　
高
松
市	

上
田
貴
世
子　
高
松
市

植
村
　
美
香　
高
松
市	

江
崎
　
　
優　
高
松
市

滝
　
由
美
子　
善
通
寺
市	

川
元
　
昭
子　
小
豆
島
町

読読
者者

よよ
だだ

りり
11・12月号
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2カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。【連絡先：組合員活動部 ☎087-833-8115】

旬
の
食
材
で
楽
し
く
食
事

三
木
町
の
田
中
支
部
に
昨

年
、
居
場
所
「
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ
」
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
16
年
前
か
ら
始
め
た
配
食
弁

当
作
り
か
ら
、
田
中
公
民
館
で

の
「
う
ど
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
」

に
続
く
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
5
年
間
の
空
白
を
経
て
、

新
し
く
再
生
し
ま
し
た
。
一
貫

し
て
食
事
作
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
の
メ
ン

バ
ー
と
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
新
支
部
長
の
も
と

で
の
再
出
発
で
し
た
。

「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
は

月
1
回
、
田
中
公
民
館
で
開
か

れ
ま
す
。
60
代
か
ら
90
代
ま
で

の
方
が
食
事
作
り
に
10
名
ほ
ど

で
来
て
下
さ
り
、
カ
フ
ェ
参
加

者
は
、
11
時
頃
か
ら
平
均
25
名

く
ら
い
で
一
緒
に
楽
し
く
食
事

を
し
て
い
ま
す
。
旬
の
食
材
を

使
っ
て
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
フ

ル
に
食
材
を
使
い
き
っ
て
い
る

の
で
、
調
理
に
参
加
し
て
い
る

と
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ

の
会
は
、
日
赤
募
金
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
か
ら
の
援
助
金
と

会
費
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
支
部
の
テ
ー
マ

は
、「
居
場
所
で
な
か
ま
づ

く
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
で

す
。
食
事
の
後
は
、
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
に
関
す
る
話

や
体
操
等
専
門
家
を
招
い
て
学

習
し
た
り
、
交
流
し
た
り
し
ま

す
。
8
月
は
、
田
中
夏
祭
り

に
3
回
目
の
参
加
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
握
力
と
足
趾

居
場
所

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
・
田
中
支
部

力
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。

み
き
診
療
所
か
ら
も
看
護
師
長

が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ

り
、
老
若
男
女
30
数
名
（
中
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学

生
数
名
や
役
場
の
方
々
も
）
が

結
果
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
こ
の
「
お
し
ゃ

べ
り
カ
フ
ェ
」
を
拠
点
に
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

田
中
支
部　
荻
田
昌
子

童
謡
で
つ
な
が
る
、

や
さ
し
い
歌
声
の
輪

結
成
は
２
０
２
３
年
7
月
。

「
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
た
い
」

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
た
3
名

と
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
4
名
に

よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
す
ず

め
の
学
校
」
班
。
名
前
の
由
来

は
…
実
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず

「
す
ず
め
の
学
校
」
班

高
松
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
・

栗
藤
支
部

食材をフルに使って多様なメニューを調理

食事の後は専門家を招いて学習や交流

に
決
め
た
の
で
す
が
、
今
で
は

す
っ
か
り
班
の
愛
称
に
な
り
ま

し
た
。
毎
月
第
４
金
曜
日
の
９

時
30
分
よ
り
医
療
生
協
の
研
修

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
に
メ
ン
バ
ー

募
集
記
事
を
掲
載
し
た
と
こ

ろ
、
少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
、

今
で
は
誰
一
人
と
し
て
辞
め
る

こ
と
な
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
活
動

を
続
け
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
一

人
ひ
と
り
に
手
づ

く
り
の
歌
フ
ァ
イ

ル
を
作
っ
て
い
る

の
も
、
温
か
い
心

遣
い
の
ひ
と
つ
で

す
。

歌
う
曲
は
主
に
童
謡
。
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
心
が
ほ
ぐ

れ
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
、「
亡

く
な
っ
た
主
人
が
組
合
員
だ
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
入
会
し

ま
し
た
。
声
を
出
す
機
会
が

減
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
皆

さ
ん
と
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
す

う
ち
に
、
気
が
付
け
ば
1
年
が

経
ち
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

参
加
人
数
も
増
え
て
き
た
の

で
、
近
い
う
ち
に
“
居
場
所
”

と
し
て
正
式
に
登
録
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
す
ず
め
た

ち
の
歌
声
が
、
地
域
に
や
さ
し

く
響
き
ま
す
よ
う
に
。

栗
藤
支
部　
佐
藤
桂
子

中
村
晴
恵

広
げ
よ
う

広
げ
よ
う
!!!!
居
場
所
づ
く
り
・
班
づ
く
り

居
場
所
づ
く
り
・
班
づ
く
り

少しずつ仲間が増え、和気あいあいと活動

歌う曲は主に童謡
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診 療 案 内診 療 案 内 担当医師については、急な変更もありますので、
事前に各事業所へお問い合わせ下さい

2025年11月₁日現在

暮らしのお困りごと、ご相談に応じます。【連絡先：組合員活動部 ☎087-833-8115】

高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330
■内科・リハビリ科　

月 火 水 木 金 土

午前 9 :00 〜 12 :00 津島 久加 阪梨 間嶋
北原孝

津島（第1のみ）

北原孝
津島（第1・3・5）

北原孝（第2・4）

午後 3 :00 〜 5 :00 津島 阪梨 津島（第1のみ）

■整形外科　⃝午後の診療はありません。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :00 栗生 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 3:00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00

⃝月・火・水・金午後1:30 〜 3:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 安田 安田（11:00まで） 担当医 安田（11:00まで） 安田 支援医/安田（12:30まで）

午後　2:00 〜  5 :00 安田 （訪問診療） 安田/担当医 （訪問診療） 安田（17:30まで）

⃝火・木午後は訪問診療を行っています。⃝受付は診療時間の15分前まで。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 担当医 田中（内科） 田中（内科） 蓮井
田中（訪問診療）

田中（第1・3・5）

佐藤（第2・4）
田中（第1・3）

蓮井（第2）

午後　3:00 〜  6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 砂田・大西 砂田 尾平野・大西 砂田・大西 尾平野・大西 担当医※
午後 12 :30 〜  6 : 30 砂田・大西 砂田 尾平野・砂田 尾平野・砂田 担当医※

⃝受付は診療終了時間の30分前まで。　⃝訪問診療もしています。　※土曜は午後1:00までと午後2:00 〜 5:00まで。

月 火 水 木 金 土

内 科

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井
植本真・豊岡

高木・田中玲（2・4・5）

植本真（1・3）・担当医
担当医・植本一

佐藤龍・高木
高木・担当医

原田
豊岡・原田・穴吹・

蓮井・植本真
担当医

（一診・二診）

午　後
3:00 〜 5 :30

高木・植本一

佐藤龍

原田
担当医 担当医 担当医

乳 腺 外 来 午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5）
何森亜

⃝乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

午　前
9:30 〜 10 :30

大西
（予約要）

穴吹
（予約要）

午　後
 3 :00 〜 4 :00

担当医
（予約要）

整 形 外 科

午　前
（予約優先）

真鍋（当日受付）
中平 真鍋 中平 真鍋（第2・4・5）

第1・第3は休診 中平 真鍋（第1・3）

中平（第2・4・5）

午　後
 2 :30 〜 5 :00

（完全予約制）
田賀谷（第1・3）

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科 ・午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
・午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は3時からです。

●整形外科 ・診察は予約制となっていますが、8：30から9：15まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。

診療予約、お問い合わせは、
代表電話をご利用下さい

外
来
部
門

【電話対応時間】
内科

平日 9:00 ～ 17:30　
土曜 9:00 ～ 12:30

乳腺外来
平日 13:30 ～ 16:30　

緩和ケア相談外来
平日 9:30 ～ 16:00

整形外科
平日 11:00 ～ 17:00　
土曜 11:00 ～ 12:30

入
院
部
門

【電話対応時間】
9:00 ～ 21:00

健
診
部
門

【電話対応時間】
平　日 9:00 ～ 17:00
土曜日 9:00 ～ 12:30

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 － 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 － 1039

ヘルパーステーション「虹の里」
☎（087）862 － 6689

デイサービスセンター「ぽっぽ藤塚」
☎（087）813 － 1621

児童発達支援・放課後等デイサービス「おむすび」
☎（087）815 － 5631

〈高松協同病院エリア〉
介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同
☎（087）812 － 5502

高松協同病院通所リハビリテーション
☎（087）833 － 2401

高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 － 2416

デイサービス「六条さんち」（民家型）
☎（087）887 － 2603

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 － 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 － 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪問看護ステーション「みき」
☎（087）891 － 0503

ヘルパーステーション「みき」
☎（087）891 － 0532

香川県救急電話相談の番号
（受付時間　毎日午後 7 時～翌朝 8 時）

一般向け　087-812-1055
小児向け　087-823-1588

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

担当医 月 15 :00〜16 :00
大西 水 ９:30〜10 :30
穴吹 木 ９:30〜10 :30

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00〜12 :00
第1・3・5水 ９:00〜12 :00
木 ９:00〜12 :00

禁 煙 外 来 佐藤龍 金 16 :00〜17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00〜17 :00
脳 外 外 来 第2・4金 14 :00〜16 :00

●　専　門　診　療　●

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 穴吹医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 金午後。香大医師が担当いたします。
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組合員の転居やご逝去の際は、手続きが必要ですのでお知らせ下さい【連絡先：事業部☎087-833-8956】

カ
ー
と
し
て
病
院
に
就
職
し
、

「
様
々
な
問
題
・
不
安
・
孤
独

で
苦
し
む
方
々
の
力
に
な
り
た

い
」
と
の
思
い
で
患
者
さ
ん
と

か
か
わ
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
い

た
も
の
の
、
な
か
な
か
現
実
は

厳
し
く
、
院
内
の
様
々
な
し
が

ら
み
に
よ
っ
て
、
自
分
が
思
い

描
い
た
仕
事
を
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
こ
こ
で
働
く
意
味
が
な

い
と
考
え
退
職
、
声
を
か
け
て

く
れ
た
社
会
福
祉
法
人
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
職
員
と
し
て

働
き
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
、
医
療
生
協
で

働
く
知
人
か
ら
、「
今
度
新
し

い
病
院
が
で
き
る
か
ら一緒
に
働

い
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
高
松
協
同
病
院
へ
入
職

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
生
協
と
出
会
っ
て

私
は
、
そ
れ
ま
で
医
療
生

協
と
接
す
る
機
会
も
な
か
っ
た

し
、
そ
の
目
的
も
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
入
職

し
、
医
療
生
協
の
掲
げ
る
理
念

を
学
び
、
実
際
の
活
動
に
参
加

し
、
組
合
員
の
方
の
実
際
の
活

動
に
接
し
て
い
く
中
で
、
そ
の

熱
い
情
熱
と
本
気
の
姿
勢
と
取

り
組
み
に
触
れ
、「
助
け
合
う
」

こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
私
は
、「
人
は

所
詮
一
人
。
ど
う
な
ろ
う
が
自

己
責
任
」
と
愚
か
に
も
高
を
く

く
っ
て
い
ま
し
た
。
人
か
ら
の

愛
、
情
け
に
触
れ
て
初
め
て
人

は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
実
感
し
ま
し
た
。

人
は
独
り
で
は
生
き
て
い
け

ず
、
だ
れ
か
と
つ
な
が
り
、
お

互
い
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
医
療
生

協
に
感
謝
し
、
愚
直
に
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
、
私
も
微
力
な

が
ら
と
も
に
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
の
出
発
、
そ
し
て
就
職

私
は
１
９
９
５
年
に
大
学
を

卒
業
し
、
一
旦
、
繊
維
卸
商
社

へ
就
職
し
ま
し
た
が
、
将
来
へ

の
展
望
が
持
て
ず
退
職
、
自
分

の
し
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
た

め
渡
米
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

付
け
焼
刃
で
の
英
語
力
で
は
な

か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
ず
、
悶
々
と
自
分
の
殻

に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
日
々
を

過
ご
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
時
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

カ
ー
」
と
出
会
い
、
こ
れ
こ
そ

が
自
分
が
目
指
す
べ
き
仕
事
、

福
祉
従
事
者
と
し
て
働
く
こ
と

を
決
意
し
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大

学
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
学
部
へ

入
学
、
卒
業
後
、
帰
国
し
ま
し

た
。医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

「
私
と
医
療
生
協
」④

医
療
生
協
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

介護老人保健施設　虹の里
社会福祉士　藤原勝之

香
川
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
言

え
ば
「
う
ど
ん
」。「
毎
日
お
昼

は
う
ど
ん
！
」
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

し
か
し
、
う
ど
ん
の
み
で
は
栄

養
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
食
生
活
を
長
年
続
け
る
と

生
活
習
慣
病
に
…
な
ん
て
事
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
今
回
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
の
立
て

方
を
う
ど
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
は
、
簡
単
に
言
う
と
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
必
ず
揃
え
る
事

で
す
。
ど
れ
か一つ
で
も
欠
け
て

し
ま
う
と
バ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
主

食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る
だ

け
で
、
バ
ラ
ン
ス
食
の
出
来
上

が
り
と
言
う
わ
け
で
す
！

①
最
初
に
主
食
を
決
め
ま
し
ょ

う
！

今
回
は
「
な
め
こ
冷
や
し
う

ど
ん
」
で
す
。
主
食
は
主
に
炭

水
化
物
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま

す
。
ご
は
ん
、
麺
、
パ
ン
、
芋

類
な
ど
自
分
の
好
み
で
選
ん
で

下
さ
い
。

②
次
に
主
菜
を
決
め
ま
し
ょ

う
！

写
真
は
「
ち
く
わ
の
磯
部
揚

げ
」
で
す
。
主
菜
は
、
た
ん
ぱ

く
質
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
ま

す
。
他
に
も
、
と
り
天
や
魚
の

天
ぷ
ら
、
お
で
ん
な
ん
か
で
も

大
丈
夫
で
す
。

③
最
後
に
副
菜
を
決
め
ま
し
ょ

う
！

写
真
は
「
も
ず
く
酢
」
で

す
。
こ
こ
は
主
に
野
菜
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
海
藻
、
き
の

こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
も
野
菜
と
考

え
る
事
で
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
も
ぐ

ん
と
広
が
り
ま
す
。

基
本
は
こ
の
3
つ
を
必
ず
揃

え
る
事
で
す
。
意
外
と
簡
単

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
食
事
は
1

日
3
回
、
３
６
５
日
で
す
。
簡

単
な
方
法
で
長
く
続
け
る
こ
と

が一番
大
切
で
す
。
外
食
も
中
食

（
※
）
も
基
本
は
一
緒
で
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

高
松
平
和
病
院
管
理
栄
養
士

　
穴
吹　
久
美
子

※
中
食
…
惣
菜
や
弁
当
な
ど
を

買
っ
て
帰
り
、
家
で
食
べ
る

こ
と
。

１
人
暮
ら
し
の
人
で
も

１
人
暮
ら
し
の
人
で
も

簡
単
に
準
備
で
き
る
献
立

簡
単
に
準
備
で
き
る
献
立


